
世界史研究       組  番  氏名                

本時の目標： イスラーム教の成立について理解しよう。 

イスラーム教の誕生 

（１）イスラーム以前の西アジア 

 ① アラブ人の生活・・・アラビア半島で遊牧・農業生活、隊商による商業活動 

 ② 東西交易路の変動・・・６世紀後半～１        朝と２        帝国の戦争 

   ⇒「オアシスの道」「海の道」途絶：新たな中継地３        の繁栄 

（２）ムハンマドの生涯とイスラーム教の誕生 

570年頃 メッカに生まれる（クライシュ族の商人） 

610年頃 唯一神４        の預言者として厳格な一神教５        を創唱 

622年 メッカの大商人の迫害⇒６         移住：７          （聖遷） 

イスラーム教徒（ムスリム）の共同体：８        建設 

630年 メッカ無血入城⇒９        神殿：イスラーム教徒の聖殿化 

ムハンマドの権威のもとアラビア半島の緩やかな統一実現⇒632年没 

（３）聖典『コーラン』と六信五行 

① １０          ムハンマドへの神への言葉・・・１１         語で表記 

              教義の中心・・・アッラーへの「絶対服従」：イスラーム 

              内容・・・信仰生活、政治的・社会的・文化的活動全般 

② 六信五行・・・後世の学者たちが、ムスリムの信仰・行為の内容をまとめたもの 

           

       

 

 

 ③『旧約聖書』『新約聖書』に先立つ啓示の書 

  ⇒ユダヤ教徒・キリスト教徒・・・「１２         」：信仰の自由承認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

六信       

五行      



課題（ＮＯ１） 

イスラーム教世界の成立 

（１）１３   カリフ時代（632年～661年）・・・初代１４     ～第４代１５      まで 

  ① １６       （「後継者」の意味）・・・ウンマの指導者：イスラーム教徒により、選出 

 ② アラブ人の征服活動：１７         （聖戦） 

    東方：１８        朝征服 

    西方：ビザンツからシリア・１９          を奪取 

     ⇒アラブ人の征服地移住・・・征服地に軍営都市２０        を建設 

 ③ カリフ権をめぐる対立激化⇒第４第カリフ２１           暗殺 

（２）ウマイヤ朝時代（661年～750年） 

 ① シリア総督２２          、ウマイヤ朝創始（都：２３          ） 

 ② 宗派の発生と対立 

２４        派 多数派 ムハンマドの言行（スンナ）の生活の規範。共同体の統一重視 

２５        派 少数派 ２６     の子孫だけが共同体を指導する資格があると主張 

 ③ 征服の進展   東方：ソグディアナ・インド西部征服 

          西方：北アフリカ征服⇒イベリア半島進出・・・２７     王国征服（711年） 

         ⇒２８            （732年）でフランク王国に敗北 

（３）アラブ帝国の成立            配下の民族とは異なる特権保持 

  ① アラブ人・・・帝国の支配者集団  代表者カリフの権限が強大化 

  ② 征服地の先住民・・・  地租（２９          ） 

               人頭税（３０             ）・・・改宗者も免除されず。 

 

 

 

目標の達成度を５段階で評価しよう。 

１―――２―――３―――４―――５ 

○感想と疑問点を記述してください。 


